
第２回 わくわく授業づくりワークショップ

香川大学教育学部附属坂出小学校

3・4年生の地域教材の
資料の収集・加工について

令和4年 8月19日（金）



教科書や副読本の資料



多種多様な資料

写真 グラフ 年表 地図 イラスト

○○さんの話 表 図解（しくみ図、関係図）

文字資料（本文） 動画 新聞記事 図書の引用

実物 ゲスト・ティーチャー



本日の内容

１ 社会科における資料の役割とは？

２ 資料を収集・加工するときのポイント

３ 資料の収集・加工をやってみよう♪

４ アンケート
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『実践・小学校社会科指導法』 澤井陽介・中田正弘 ２０２1年 学文社

社会科授業における資料の位置



・指導内容の「実証性」
（教える側）

・「具体性」（学習者側）

資料を用いる理由

『実践・小学校社会科指導法』 澤井陽介・中田正弘 ２０２1年 学文社
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２ 資料を収集・加工するときのポイント

３ 資料の収集・加工をやってみよう♪

４ アンケート



資料を収集・加工するときのポイント

ポイント１ 学習指導要領の分析，指導内容の明確化

ポイント２ 教材研究（各種資料で調べる，聞き取り調査等）
→資料集め

ポイント３ 子供の実態，学習方法によって資料を加工



ポイント１ 学習指導要領の分析，指導内容の明確化

学習指導要領
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア）生産の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもって行
われていることを理解すること。

(ウ）見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図な
どにまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ア）仕事の種類や産地の分布，仕事の工程などに着目して，生産

に携わっている人々の仕事の様子を捉え，地域の人々の生活
との関連を考え，表現すること。

第３学年「農家の仕事」を例に



ポイント２ 教材研究（各種資料で調べる，聞き取り調査等）
→資料集め

教科書，資料集，副読本・・・授業の流れ、資料作りの参考に

ＷＥＢ・・・幅広く情報が集められる、動画なども有効

現地取材，インタビュー・・・社会で働く人に触れることで初めて分かる
ことがある



ポイント２ 教材研究（資料で調べる，聞き取り調査等）
→資料集め

駅で働く人、郵便局の人、消防署の人、地区センターの人、花屋の人、
寺の住職、市役所の人、○○タウンに住む人、警察署・交番の人、
スーパーマーケットで働く人、お客さん、○○店の人、○○工場で働
く人、製品を配送する人、○○農家の人、ＪＡの人、消防団の人、子
ども見守り隊の人、自治会の人、郷土資料館の人、お家の人 等

市役所の人、清掃工場の人、最終処分場の人、回収施設で働く人、
スーパーマーケットで働く人、古紙を回収する会社の人、自治会の人、
浄水場の人、ダムの人、ボランティアの人、県庁の人、水道管を検査
する人、下水処理施設の人、ガス会社・電力会社の人、防災センター
の人、水害を経験した人、水防学習館の人、○○踊りの踊り手、観光
協会の人、○○資料館の人、学芸員、地域の歴史を研究する人、○○
づくりの職人、○○倶楽部の人、○○活動をしている人、○○農家、
外国から来た人 等



ポイント３ 子供の実態，学習方法によって資料を加工
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一部を隠す、アニメーション入り

トリミング、キャプションを付ける

必要な情報のみに編集したもの

短く内容を精選

動画 長さの調整、字幕入り



第４学年｢多文化共生を目指す高松市の姿｣の実践を例に

高松市には、外国人が県内でいちばん多く住んで
いるね。毎年その数は増えているね。
中国の人がいちばん多いね。
どうして高松市には、こんなにたくさんの外国人
が住んでいるのだろう。何か秘密があるはずだ。



第４学年｢多文化共生を目指す高松市の姿｣の実践を例に

日本人と外国人が交流できるイベントを行っているね。
生活の中で困ることがあるから、通訳をおいたり、非
常時に備えて防災訓練をしているね。
仏生山地域でも、外国の人が住みやすいように取り組
んでいるね。
防災訓練では，日本の非常食を知ってもらうことが大
切なはずなのに，十河さんは外国の料理を用意してい
るな。どうしてだろう。



第４学年｢多文化共生を目指す高松市の姿｣の実践を例に

十河さんは，日本人に外国文化を知ってもらい，日本
人も外国人も住みやすい多文化共生の地域をつくろう
としていることが分かったよ。
外国の人と共に生きていくためにどんなまちになって
いけばよいのだろう。



本日の内容

１ 社会科における資料の役割とは？

２ 資料を収集・加工するときのポイント

３ 資料の収集・加工をやってみよう♪

４ アンケート



資料を収集・加工するときのポイント

ポイント１ 学習指導要領の分析，指導内容の明確化

ポイント２ 教材研究（各種資料で調べる，聞き取り調査等）
→資料集め

ポイント３ 子供の実態，学習方法によって資料を加工



資料の収集・加工をやってみよう♪



アンケートのお願い

ご参加いただいた皆様の声を基に，今
後のワークショップをより充実させて
いきたいと考えております。
アンケートにご協力ください。忌憚の
ないご意見をどうぞよろしくお願いい
たします。
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さらに深く学びたい方へ

ワークショップご参加特別価格

（令和５年２月２８日まで）
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わくわく授業づくりワークショップのご案内

申込はHPからできます→



本校Instagramのご案内

Please
Follow

Us！



第２回社会科わくわく授業づくりワークショップ 作業シート 

例  第４学年 「           多文化共生を目指す高松市の姿           」 

学習課題：外国の人々が多く住む地域は，県内のどこだろう 

資料：香川県の市町に住み外国人の人口（表） 

     高松市の外国人住民の数の変化（グラフ） 

     高松市の外国人住民の国別の人数（グラフ） 

 

まとめ：高松市の外国人住民の数が一番多い。年々その数が増えている。 

どうして高松市に住む外国人の数は増えているのだろう。何か秘密がありそうだから調べたい。 
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